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　細胞が不要になったタンパク質などを分解する「オートファ

ジー」と呼ばれる仕組みを解明した卓越した成果が認められ、

2016年のノーベル生理学・医学賞を受賞されました。

　この偉大な功績を称え、名誉町民の称号を贈呈します。

　名誉町民称号の伝達式については、日時等が決定しましたら

広報おおいそや町ホームページでお知らせします。

≪略歴≫
福岡県出身。昭和42年に東京大学教養学部基礎科学科を卒業後、分子

細胞生物学などの分野において研究を進める。平成21年より東京工業

大学に研究場所を移したことをきっかけに、同年より大磯町に居住。平

成26年からは東京工業大学栄誉教授として活躍され、数々の栄誉ある

賞を受賞されるなど、輝かしい功績を残されている。

　昭和40年の大磯町・国府町合併10周年を記念し、大磯町では名誉町民条例を制定しました。大磯町にゆかり

があり、町の誇りである方々を紹介します。
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国際姉妹都市交流に貢献された名誉町民（５氏）

ご存知ですか？　大磯町名誉町民

ノーベル生理学・医学賞受賞 おめでとうございます
大隅良典 東京工業大学栄誉教授へ大磯町名誉町民の称号を贈呈

（東京工業大学より写真提供）

戦後日本の復興を支えた元首相

吉田　茂（1878〜1967）
（Shigeru Yoshida）　　　　　　

歴史画に大家・文化勲章受章者

安田  靫彦（1884〜1978）
（Yukihiko Yasuda）　　　　　　

今日の大磯町の基礎を築いた元町長

曾根田 恭男（1890〜1970）
（Yasuo Soneda）　　 　　

晩年を大磯で過ごした文豪

島崎  藤村（1872〜1943）
（Touson Shimazaki）　　　　

（写真提供：菊池なつみ氏）

エリザベス・サンダース・ホーム創設者

澤田  美喜（1901〜1980）
（Miki Sawada）　 　

（写真提供：エリザベス・サンダース・ホーム）

戦後の教育・文化制度再建に貢献

高橋 誠一郎（1884〜1982）
（Seiichiro Takahashi）　　　　

P・デイブ・ホール
（当時デイトン市長）

スティーブン・F・オルセン
（当時ラシン市長）

ジェームズ・H・マクギー
（当時デイトン市長）

ウィリアム・S・アンダーソン
（当時デイトン市長）

ハンス・ロバート・スワー
（当時会社役員）


